
プロジェクトの概要
当拠点では、「すべての人が健康と福祉のあらゆる面

で人間としての可能性を発揮できる公平で公正な機会
を手にしている状態」をヘルスエクイティが実現した社会と
定義する。本拠点では、大学、病院、企業、学校、自
治体、政府、市民社会等、各コミュニティの枠を越えた
マルチセクターに渡る持続的なコラボレーションを構築
し、医療＆福祉DXを活用した介入コンテンツを開発、
遠隔医療や全国の自治医大卒業生とのネットワークを
活用し、これまで支援が不足していた全世代ケアラーの
ヘルスエクイティが実現した社会を目指す。

【ターゲット1】：世代別ケアラー抽出方法確立、
生活パターン把握、心身評価、多様なニーズの把握

【ターゲット2】：ケアラーの年齢や状態に応じた多様な
ニーズへのソリューションの提供

【ターゲット3】：医療＆福祉DXを活用したケアラー
サポート必要度予測データ基盤（DB）の確立

拠点名称：医療＆福祉DXを活用した全世代ケアラーのヘルスエクイティを目指す地域共創拠点
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共創の場形成支援プログラム【地域共創分野】

※本スペースに、プロジェクトの概要を示す図等を挿入ください

ケアラーの持続可能な
ライフスタイルの実現

医療・福祉DXや
生成AIの社会実装

自治医大ネットワーク
遠隔医療による

医療の質向上・地域格差解消

ヘルスエクイティ
地域共生社会


